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Ч
こ
の
国
に
は
、
正
月
の
松

の
内
に
首
相
が
閣
僚
を
同
道

し
伊
勢
神
富
を
参
拝
す
る
冒

慣
が
あ
る
。
〈
守
年
も
６
日
に
、

石
破
茂
首
相
が
閣
僚
同
行
で

参
拝
し
た
。

誤
解
を
招
か
ぬ
よ
う
に
、

断

っ
て
お
く
が
、
私
は
既
に

７
回
、
伊
発
神
富
を
参
拝
し

て
い
る
。
私
は
、
あ
の
清
浄

な
社
域
が
好
き
で
、
更
に
、

日
本
の
歴
史
と
伝
統
工
芸
Ｌ

触
れ
る
こ
と
が
楽
し
い
か
ら

で
あ
る
。

し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
萩
徒

で
あ
る
首
相
が
、
個
人
の
調

慣
に
は
な
か

っ
た
正
月
の
伊

勢
神
宮
参
拝
を
、
歴
代
首
相

つ
ま
り
、
国
民
主
権
国
家

（憲
法
１
条
）
に
お
け
る
主

権
者
国
民
の
代
表
で
あ
る
首

相

（４３
条
、
６７
条
）
が
、
年

頭
に
天
皇
家
の
氏
神
に
首
を

垂
れ
る
慣
行
が
、
日
本
国
憲

法
の
下
で
許
さ
れ
る
の
か
？

で
あ
る
。

大
日
本
帝
国
憲
法

（明
治

憲
法
）
の
下
で
は
、
天
皇
は
統

治
権
の
総
覧
者
（４
条
）
つ
ま

り
主
権
者
で
、
首
相
は

「天

と
し
て
、
新
年
に
皇
祖
に
額

づ
い
て
、
１
年
の
る
加
護
を

願
う
こ
と
は
、自
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
敗
戦
と
日
本
国

憲
法
の
制
定
に
よ
り
国
Ｓ
主

権
国
家
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た

日
本
国
の
、
主
権
者
国
民
の

代
表
で
あ
る

（前
文
）
首
相

が
、明
治
憲
法
下
の
慣
行
を
〈

惰
性
の
る
と
く
繰
り
返
す
こ

と
に
正
当
性
は
な
い
の
で
は

な
い
か
？

塁
上
は
、
国
民
主
権
と
の

矛
盾
で
あ
る
。　
ｉ
・

同
時
に
、
こ
れ
は
政
教
分

離
原
則
に
抵
触
す
る
間
題
で

も
あ
る
０
日
本
国
憲
法
は
、

政
教
分
離
原
則
を
採
用
し
て

い
る

（２０
条
、
８９
条
）
。
そ

れ
は
、
国
民
の
信
教
の
自
由

（
つ
ま
り
、
各
宗
派
の
自
由

に
対
し
て
優
遇

ｏｒ
冷
遇
を
行

う
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
、
信
毅
の
自
由
の

根
底
に
あ
る
国
民
の
良
心
の

自
由
を
国
家
が
侵
害
す
る
こ

と
を
予
防
す
る
た
め
で
、
実

は
、
自
由
と
曇
主
主
義
の
上

台
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
い
わ

ば
神
道
の

「総
本
山
」
で
あ

る
伊
勢
神
宮
を
年
頭
に
特
別

扱
い
す
る
こ
と
は
、
政
教
分

離
原
則
に
反
す
る
の
で
は
な

い
か
。

も
ち
ろ
ん
、
伊
勢
神
宮
が

日
本
の
歴
史
の
中
で
特
別
な

存
在
で
あ
る
こ
と
は
私
も
３

わ
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
は
、

国
民
の
自
由
な
信
仰
に
よ

っ

て
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

ろ
う
。
　

　

（随
時
掲
載
）

゛
ヽ

国民主権国家にふさわしいのか?

●

の
慣
行
を
踏
襲

皇
の
首
相
」
で
あ
っ
た
の
だ

な
布
教
活
動
）
に
国
家
権
力

し
て
行
っ
た
と

か
ら
、
首
相
の
正
月
伊
勢
神

が
介
入
す
る
こ
と
を
禁
じ
て

と
に
は
違
和
感

宮
参
拝
は
当
然
で
あ
っ
た
。
　
い
る
。
つ
ま
り
、
権
力
者
が

が
あ
る
。　
　
　
天
皇
か
ら
国
政
を
預
か
る
者

権
力
者
の
立
場
で
特
定
宗
派

首相0伊勢神宮参拝


